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1 問題領域
1.1 「応用倫理学」的な問題・課題

•「いかなる条件のもとに性的活動は許されるか」「禁じられるか」「～推奨されるか」「～道徳的に要求さ
れるか」
• 性暴力、被害者救済、被害者非難。
• 性差別、ジェンダー平等。
• 性的マイノリティ差別。
• セクシュアル・ハラスメント／デートレイプ／知り合いレイプ。
• ポルノグラフィと表現の自由。女性向けポルノ、「やおい」、ボーイズラブ。
• 性の商品化と「性的自己決定」。売買春、「風俗」、「援助交際」。
• 婚外交渉。
• カジュアル・セックス。
• 性教育。
• ペドフィリア。

1.2 より「哲学的」な問題群

• セックスに本来的な「目的」はあるか。
• 親密性とセックス。「愛のないセックス」は非難されるべきか。
• 性的同意。なにをもって性的活動に同意したとみなすことができるか。
• 性的「倒錯」の概念。異常や倒錯といったものが存在するか。
• そもそも「性的」とはどういうことか。セクシュアル・ハラスメントをセクシュアルにするのはなにか。

2 国内の研究動向
• 本学会で 90年代にシンポ。日本倫理学会 (1996)。
•「性愛」の問題が社会的「ジェンダー」の問題として扱われる傾向があった？
• 倫理学畑では、金井淑子、細谷実、田村公江らの研究。80年代の主流派フェミニズムの影響が強い？
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• 上野千鶴子、宮台真司ら。上野らはWeeks (1986)のライン。
• 理論社会学、歴史社会学。赤川学、加藤秀一ら。フーコーのライン？
• マッキノンのライン。杉田聡、角田由紀子、中里見博、若尾典子など。
• 文学・文化研究。川村邦光、井上章一・・・
• 全体としてラジカルフェミニズム、およびフーコーと、その影響を受けたウィークスらの影響が強い。
ラジカルフェミニズムはかなりよく紹介されて、問題意識は共有されていると言える？
• ジェンダーポリティクス、同性愛差別反対、クィア理論などはそこそこよく紹介されている。GIDの問
題も理解されつつある。
• ジュディス・バトラーは特によく紹介され、参照される。
• ドゥルシラ・コーネルらもそれなりに紹介されている。→ラカンなんかよく名前を見かける。
• S.ピンカーや D.バスらの進化心理学の研究がセクシュアリティの倫理（学）に及ぼす（であろう）影
響も積極的に紹介されているが、上述のラジカルフェミニズムとの相性が悪く、統一的な解釈が行なわ
れていないように見える。

3 国内に十分紹介されていないもの
• ポルノ肯定、売買春肯定、カジュアルセックス肯定の 1990年代のパーリアの活躍 (Paglia, 1992, 1994;

パーリア, 1998)。Strossen (2000)らのリベラル派フェミニストたちの活動。
• Alan Soble、Igor Primoratz、Belliottiらが重要。
• 応用哲学としての Philosophy of Sexの隆盛。
• 定番アンソロジーの存在。Soble (2008)、Baker et al. (1998)Primoratz (1997)

• セックスの哲学事典 Soble (2006)は重要。おそらく研究者必携になる。文献情報も豊富。

3.1 セックスの哲学史・倫理学史

• 古代ギリシア・ローマ・キリスト教などの禁欲的傾向
• 大物哲学者が実際に何を言っているか。Soble (2006)に項が立てられているのは、アンスコム、アリス
トテレス、アウグスチヌス、バタイユ、ボズウェル、ハブロック・エリス、フィヒテ、フーコー、フロ
イト、ヘーゲル、ハイデッガー、ホッブズ、ヒューム、カント、キェルケゴール、ラカン、ライプニッ
ツ、レヴィナス、マンデヴィル、マーガレット・ミード、ネーゲル、ニーチェ、パーリア、パウロ、ラ
トン、ポズナー、ルソー、ラッセル、サド、ショーペンハウアー、ザッヘルマゾッホ、スクルートン、
アーヴィン・シンガー、スペンサー、アクィナス、ウィトゲンシュタインなど。
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